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【 目的 】ズボ ン 原型 のr 股ぐり 線  につ いて 人体 計測 及び着 用実 験を 行い 、 くり幅 は、腰 部 最大矢 状径

の80 ％を用 い たなら ば縫 合 するこ とに よって100 ％ の くり幅 とな って 適合し 、 後股ぐ り線 の 傾斜角 度は 、

腰 部体型 への適 合に は腰部 正中 角度 ／２ が、 動作 への 適応に は腰 部正中 角 度／2 に更 に ＋5 °が原型 と

し て 適す るこ と をこ れ まで に報 告し た。 今回 はズボ ン パタ ーン の くり 幅につ いて その 前後 の 比に関 する

２、 ３の 調査 及び 実験結 果を 報 告す る。

【方 法 】①腰 部最 大矢 状径 の、 転子点 を基 準点 とし た前・ 後の 計iJ  （ 青年・中 年･老 年 各100 名 ）、こ の計

測 値と 股上前 後 の長さ ・大 腿囲 ・その 他の 周径 との 関係 及び経 年変 化 の観察 。

②発 表さ れてい るズボン パ ターン のく り幅 の前・ 後の 比の 調査（10 例）と その 解釈。

③ 前後の 比をi:i 、 １：２、 １：３とし たパ タ ーンの 着用 実験（ 体型 の異 な る青年女 子10 名 ）。

【結果 ・ 考察】 ① の結果 、各平 均 値を 前後 の比で 表 すと青年 １：1.13 、 中年 １：0.90 、 老年 １：0.

87i: な り、 前後 の比と 計測 値の バラツ キに経年 変化 が認 めら れ る。 ③ の結果 か らは、 股ぐ り線 のく り

幅 と 傾斜角 度が 各被 験者 に適合 して い るズボン の 着用 実験で は、 くり 幅の 前後 の比 の違 いに よる有 意の

差は 認め られな かっ た。 大腿 囲と腰 部 最大矢 状径 との 関係 をみ ると、 青年 は大 腿囲 が大 で矢 状径 が小で

あり 。老年 はそ の逆で あ る。 従って ズボ ンパ タ ーンで は、 青年の 場合 は大腿 部 を包 む点 に、老年 の 場合

は腰 部の厚 みを 包む 点に問 題 が起こ り やすい 。「 成人女 子 」を対 象と す るパ ターン は腰 部の すべて の突

出 部を 含む 腰部 最大矢 状径 及び 外包 囲が 適合性 に 深く関 わ る人体因 子 であり 、 くり幅 の 前後の 比は 、実

験範囲内 で は裁 断・ 縫製・ 着用 感な どの 有利 性を 考慮し て決 めて も良 いと いえ る。

D 104 パソコンによるブラウスのデザインとパターン自動作成システムの開発

（第1 報） スカートとの組合せデザインと基本スタイルパターンの作成
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【目的】パソコンによる婦人服のデザインとパターン作成システムの構築を試みているが，原

型，スカートは既に行い，本報ではブラウスを取り上げた。近年コンピュータによるアパレル

CADが利用されているが，これらは専門家を対象としており，また価格的にも一般の学校教育や

中小企業では導入は難しい。本研究では，初心者でも学習しながら婦人服の設計ができるシ ス

テムを廉価で提供できることを目指している。衣服をデザインまた選ぶ過程を支援し，さらに

パターン作成を導けるためのA  I 的要素を加え，エキスパート的システムの充実を図った。第

１報でli，形と色・柄についてスカ ー}■との組合せデザ インを想定し，これに基づいて基本ス

タイルのブラウスパターンを，対話方式で学習しながら容易に作成できるシステムを開発した。

【方法】パソコンの機器構成は,   NEC PC9800シリ ーズ，イメージスキャナ(NEC PC- I N502), プ

ロッタ(GRAPHTEC GP2001) である。デザインシステムでli，モデルのブラウスとスカ ートの形(

4)色・柄(64) を色々に組合せ，実際の着装を設定してデザインを学習，決定する。 パターン作

成システムでは，身頃，袖，衿の基本スタイルをもとにパターンをデザインし，自動製図する。

【結果】I.デザ インシステムでは，ブラウスとスカ ートとの組合せで形と色･ 柄を実際にモデ

ルに着装した状況が，短時間に多種類想定可能となり，適切なデザインの学習と決定ができた。

また，教育では次の製作過程に意欲を持たせることに有効ではないかと考えられる。2. パター

ン作成システムでは，基本スタイルにデザインを加えることで，初心者にもバリエーションの

あるパターン作成が容易にできた。 これはパターン作成の分析を行い，学習機能や知識の提供

を導入しているためと判断できる。


